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連
載
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

太
陽
光
発
電
24
年
間
の
実
績

―
―
新
規
着
手
の
気
概
は「
軽
率
は
力
」な
り

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㊹回

▼
渋
谷
区
富
ヶ
谷

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
。

そ
の
辺
り
は
、
街
路
に
警
察

官
の
姿
が
目
に
つ
く
。
安
倍

晋
三
総
理
と
麻
生
太
郎
副
総

理
の
私
邸
が
あ
る
か
ら
と
、

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
教

え
て
く
れ
た
。
斜
面
の
街
路

の
上
っ
た
と
こ
ろ
に
〝
Ｐ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
ｓ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
〟
と
名
づ
け
ら
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
の
ビ

ル
が
あ
る
。
今
回
の
訪
問

先
、
株
式
会
社
光
と
風
の
研

究
所
で
あ
る
。

そ
の
社
長
の
堀
内
道
夫
氏

に
は
、
一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ

ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ
の
理
事
に
就
任

し
て
頂
い
て
お
り
、
何
回
か

伺
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
、

こ
の
コ
ラ
ム
の
取
材
の
た
め
、

久
し
振
り
に
お
伺
い
し
た
。

▼
80
歳
だ
が
20
歳

今
回
の
訪
問
は
、
表
題
の

よ
う
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
て
す
で
に
24

年
間
の
実
績
を
取
材
す
る
た

め
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
堀

内
氏
ら
し
い
逸
話
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
…
。

堀
内
氏
は
、
現
在
80
歳
。

だ
が
、
無
理
な
く
青
年
を
演

じ
て
い
る
。
大
袈
裟
に
言
え

ば
、
還
暦
後
の
20
歳
と
い
う

こ
と
か
。
同
氏
の
キ
ャ
リ
ア

は
長
い
。
大
学
卒
業
後
、
大

日
本
印
刷
に
勤
務
。
１
９
７

６
年
か
ら
３
年
間
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
、
次
世
代

の
柱
と
な
る
事
業
を
見
つ
け

る
た
め
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど
と
組

ん
で
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や

医
療
分
野
な
ど
の
幅
広
い
調

査
を
行
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ

の
時
に
、
新
規
の
開
発
や
研

究
に
〝
お
よ
び
腰
〟
に
な
ら

な
い
精
神
と
、
新
し
い
発
想

や
着
想
を
実
行
に
移
す
グ
ロ

ー
バ
ル
な
行
動
力
が
育
ま
れ

た
の
で
は
、
と
思
わ
れ
る
。

社
名
の
「
光
と
風
の
研
究
所
」

も
英
語
風
の
命
名
で
あ
る
。

▼
ソ
ー
ラ
ー
と
の
出
会
い

１
９
８
０
年
、
Ｎ
Ｙ
か
ら

帰
国
し
て
間
も
な
く
、
日
立

製
作
所
の
あ
る
研
究
所
長
か

ら
、
手
の
ひ
ら
に
載
る
ソ
ー

ラ
ー
電
池
で
回
る
モ
ー
タ
を

見
せ
ら
れ
、
こ
れ
こ
そ
が
将

来
の
大
き
な
産
業
に
な
る
だ

ろ
う
と
、
直
観
し
、
所
長
に

懇
願
し
、
そ
れ
を
記
念
に
も

ら
っ
た
と
い
う
。

今
回
の
取
材
で
も
、
そ
の

ソ
ー
ラ
ー
電
池
駆
動
の
小
型

モ
ー
タ
は
、
電
灯
照
射
で
見

事
に
回
転
し
た
。
堀
内
氏
の

大
事
な
ト
レ
ジ
ャ
ー
で
あ

る
。【
写
真
１
】

▼
複
合
省
エ
ネ
・

ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

そ
の
後
、
大
日
本
印
刷
か

れ
た
。
す
ぐ
に
手
続
き
し
、

売
買
電
が
開
始
さ
れ
た
。
以

来
、
24
年
経
過
す
る
が
、
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
が

11
年
目
に
故
障
し
た
以
外

は
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
稼
働

し
、
出
力
低
下
は
約
10
㌫
と

い
う
。
２
代
目
の
パ
ワ
コ
ン

は
発
電
容
量
限
度
内
の
３
㌗

定
格
の
も
の
に
交
換
し
、
こ

れ
ま
で
問
題
な
く
稼
働
中
で

あ
る
。

▼
「
軽
率
は
力
」

堀
内
氏
は
、
次
の
よ
う
多

く
の
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。

●
水
陸
両
用
船
（
１
９
９
６

年
）

●
城
ヶ
島
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド

構
想
（
２
０
０
１
年
）

●
ソ
ー
ラ
ー
自
転
車

●
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト

：

マ

レ
ー
シ
ア
工
科
大
学
の
依
頼

（
２
０
０
２
年
）

●
42
人
乗
り
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー

ト
（
２
０
０
９
年
）

●
猿
島
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
０
６
年
）

●
北
海
道
浜
中
町
酪
農
家
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー（
２
０
１
１
年
）

同
氏
に
よ
る
と
、
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
に
手
を
出
す
の
は
、

〝
熟
考
し
て
や
ら
な
い
〟
と
す

る
の
で
は
な
く
、〝
と
に
か
く

や
っ
て
み
て
改
良
す
る
〟
と

い
う
主
義
で
、
そ
れ
を
、「
継

続
は
力
」
に
引
っ
掛
け
て

「
軽
率
は
力
」
と
自
戒
す
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
、「
軽
薄
」
で

は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。

当
時
は
、
太
陽
光
発
電
の

導
入
は
、
１
㌗
あ
た
り
２
０

０
万
円
の
時
代
で
あ
り
、
５

㌗
で
は
１
０
０
０
万
円
。
補

助
率
は
50
㌫
で
あ
っ
た
。
そ

の
他
の
最
新
設
備
の
導
入

は
、
ま
さ
に
挑
戦
と
進
取
の

気
概
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
。

現
在
ま
で
の
「
光
と
風
の

研
究
所
」
の
取
り
組
み
は
、

時
代
を
先
取
り
す
る
「
軽

率
」
の
連
続
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
に
挑
戦
す

る
行
動
力
の
道
程
で
あ
っ
た
。

今
年
は
、
平
成
30
年
10
月

は
明
治
改
元
１
５
０
年
に
あ

た
る
が
、
来
年
は
改
元
さ
れ

る
。
新
元
号
の
も
と
「
軽
率

は
力
」
の
気
概
で
地
域
づ
く

り
を
行
い
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

維
新
」
を
め
ざ
し
た
い
。

り
や
非
常
コ
ー
ル
ボ
タ
ン
が

設
置
さ
れ
た
高
齢
者
対
策
先

進
住
居
で
あ
る
。

ら
教
育
出
版
社
の
新
学
社
に

移
籍
。
映
像
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
部
門
を
担
当
し
、
役
員
で

退
社
。
そ
の
後
、
１
９
９
４

年
に
、
富
ヶ
谷
１
丁
目
に
〝

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
ｓ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
〟
を
建
築
し
た
。
建

築
面
積
１
５
４
平
方
㍍
、
延

べ
床
面
積
３
８
４
平
方
㍍
の

Ｒ
Ｃ
構
造
３
階
建
で
あ
る
。

１
階
は
会
社
関
連
の
事
務
所

と
実
験
室
、
２
階
・
３
階
は

住
居
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。

こ
の
建
物
は
、
以
下
の
よ

う
に
「
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ハ
ウ

ス
」
で
あ
る
。

①
系
統
連
系
ソ
ー
ラ
ー

３
階
の
屋
根
に
は
、
定
格

出
力
５
㌗
の
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
を
設
置
し
た
。
屋
根

は
、
東
西
に
勾
配
を
持
つ
切

り
妻
屋
根
で
、
周
り
に
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
が
な
い
の
で
日

影
に
な
る
こ
と
が
な
い
。
朝

方
か
ら
東
面
の
パ
ネ
ル
が
発

電
し
、
昼
間
は
東
西
の
２
面

の
パ
ネ
ル
が
、
そ
の
後
、
夕

方
ま
で
西
面
の
パ
ネ
ル
が
発

電
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ

ラ
ッ
ト
な
発
電
特
性
を
も

以
上
の
①
～
⑩
の
ほ
か
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
車
椅
子
移

動
が
可
能
な
よ
う
に

エ
レ
ベ
ー
タ
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
手
す

発
砲
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ニ
ュ

レ
ー
ト
で
厚
さ
50
㍉
㍍
。

⑥
高
気
密
サ
ッ
シ

仕
様
ビ
ル
用
複
層
高
気
密

サ
ッ
シ
、
等
級
２
。

⑦
冷
暖
房
設
備
・
換
気

全
熱
交
換
機
付
き
（
交
換

効
率
60
～
70
㌫
）
で
、
外
気

と
循
環
気
を
フ
ィ
ル
タ
ー
で

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
エ
ア
コ

ン
で
温
度
・
湿
度
を
調
整
す

る
空
調
シ
ス
テ
ム
。

⑧
熱
・
光
セ
ン
サ
使
用
照
明

自
動
点
滅

焦
電
セ
ン
サ
で
赤
外
線
発

生
源
を
感
知
し
、
点
灯
消

灯
。
ト
イ
レ
、
廊
下
、
外
灯

な
ど
。

⑨
風
呂
水
利
用
自
動
洗
濯
機

⑩
井
戸
水
利
用

屋
内
植
物
散
水
、
洗
車
な

ど
。

結
晶
シ
リ
コ
ン

モ
ジ
ュ
ー
ル

で
、
片
面
32
枚

（

４

段

８

枚

列
）、
東
西
で

64
枚
あ
る
が
、

発
電
に
寄
与
し

て
い
る
の
は
60

枚
で
、
４
枚
は

屋
根
材
と
し
て

実
物
パ
ネ
ル
を

設

置

し

た
。

【
写
真
２
】

②
ソ
ー
ラ
ー
温

水
器日

本
電
気
硝

堀
内
氏
の
ス
ー
パ
ー
エ
コ

ハ
ウ
ス
は
、
そ
の
後
、
群
馬

県
太
田
市
の
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
に
よ
る
街
づ
く
り
に
も
応

用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原

点
は
自
邸
に
あ
る
と
い
え
る
。

▼
太
陽
光
発
電
モ
ニ
タ
ー

事
業
採
択
第
１
号

こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と

に
、
堀
内
邸
が
、
太
陽
光
発

電
の
国
の
補
助
金
受
給
の
第

１
号
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
の
気
概
が
、
名

実
と
も
に
実
証
さ
れ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

国
の
「
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
モ
ニ
タ
ー
事

業
」
が
平
成
６
年
（
１
９
９

４
年
）
に
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
建
築
工
事
終
盤
に
応
募

す
る
と
、
み
ご
と
に
採
択
さ

子
製
真
空
式
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

③
ソ
ー
ラ
ー
集
光
装
置

サ
ン
フ
ェ
ー
バ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
製
、
自
動
追
尾
、
レ
ン

ズ
集
光
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
導

光
シ
ス
テ
ム
。

④
深
夜
電
力
ボ
イ
ラ

③
の
補
助
熱
源
と
し
て
、

容
量
５
５
０
㍑
の
夜
間
電
力

利
用
ボ
イ
ラ
。
現
在
は
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
に
太
陽
熱
給
湯
器

を
つ
な
い
で
い
る
。

⑤
外
壁
高
断
熱
仕
様 写真2：屋上での堀内道夫氏

写真1：上部のソーラー電池が
回転する小型モーター

ち
、

最

大

で

２
・
９
㌗
の
出

力
で
あ
っ
た
。

太
陽
光
パ
ネ

ル
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｋ

（
現
・
サ
ン
テ

ッ
ク
パ
ワ
ー
ジ

ャ
パ
ン
）
製
多

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2018
会 期：2018年10月17日（水 ）～ 19日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
（最終日のみ16：00まで）▷会場：長
浜バイオ大学ドーム（滋賀県長浜市
田村町1320）▷主催：びわ湖環境ビ
ジネスメッセ実行委員会/問合せ先：
実行委員会事務局077-528-3793（滋
賀県庁 モノづくり振興課内）

◆第7回ふくしま・再生可能エネルギ
ー産業フェア（REIFふくしま2018）
会期：2018年11月7日（水）～ 8日（木）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：ビッグパレットふくしま（福島
県郡山市南二丁目52番地）▷入場料：
無料（事前登録＜9月18日よりHPで受
付開始＞／当日窓口登録）▷主催：
福島県・公益財団法人福島県産業振
興センター /問合せ先：024-959-
1961（公益財団法人福島県産業振興
センター エネルギー・エージェン
シーふくしま）

●エナジー・ストレージ・サミット・
ジャパン（ESSJ）2018
日程と概要：2018年10月16日（火）：エ

グゼクティブデイ（招待者のみ）／ 17日
（水）：公開セミナー「エネルギー貯蔵
とスマートモビリティ」9：00 ～ 17：
00（ネットワーキング・レセプションあ
り17：00 ～ 19：00）／ 18日（木）サイト
ツアー（蓄エネ施設見学ツアー：イワタ
ニ水素ステーションとトヨタMIRAI試
乗・竹中工務店脱炭素モデルタウン実
証実験・日産自動車本社「ゼロエミッ
ション社会に向けたモビリティ」）＊要・
別途申込▷セミナー会場：イイノホー
ル（東京都千代田区内幸町2-1-1）▷参加
チケット：一日券1万円／ツアー参加券
1万5,000円▷主催：メッセ・デュッセ
ルドルフ・ジャパン/オンライン申込：
https://essj.messe-dus.co.jp/

●文部科学省フラッグシップ2020プロジ
ェクト ポスト「京」重点課題⑥シンポ
ジウム　～世界最高水準のスーパーシ
ミュレーションで革新的クリーンエネ
ルギーシステムの実用化を加速する
会期：2018年10月23日（火）▷開催時
間：10：00 ～ 17：30（受 付 開 始9：
30 ～）▷会場：東京大学弥生講堂一
条ホール（東京都千代田区弥生1-1-
1）▷参加費：無料 ＊事前申込制　
＊（シンポ終了後懇親会あり、懇親
会参加費3,000円）▷主催：東京大学
大学院工学系研究科 ポスト「京」

重点課題⑥プロジェクト/問合せ先：
事務局03-5841-0238

●新エネルギー O&M協議会セミナー
【大阪開催】会期：2018年10月24日
（水）▷開催時間：14：30 ～ 17：00
（開場14：15 ～）▷会場：新大阪丸ビ
ル 本館303（大阪市東淀川区東中島
1-18-5 丸ビル本館）▷参加費：無料
（登録制）【東京開催】会期：2018年
10月30日（火）▷開催時間：14：30 ～
17：00（開場14：15 ～）▷会場：三井
住友海上火災保険株式会社 駿河台
新館（東京都千代田区神田駿河台
3-11-1）▷参加費：無料（登録制）▷
参加資格者：太陽光発電施工・販売
店▷主催：一般社団法人新エネルギ
ー O&M協議会/参加フォーム：htt
ps://goo.gl/forms/CS4uS6kU2npSi
Lz82

●新エネルギー情報発信シンポジウム
2018 ／次世代自動車フォーラム2018

【新エネルギー情報発信シンポジウム
2018】会期：2018年11月9日（金）▷開
催 時 間：10：30 ～ 12：45（受 付10：
00 ～）▷主催：愛知県／愛知県新エ
ネルギー産業協議会
【次世代自動車フォーラム2018】会
期：2018年11月9日（金）▷開催時間：
14：00 ～ 16：15（受 付13：30 ～）▷

主催：愛知県▷両会に共通の会場：
ポートメッセなごや イベント館2階
ホール（名古屋市港区金城ふ頭2丁目2
番地）▷問合せ・申込先：愛知県産業
労働部産業科学技術課 新エネルギー
産業グループ052-954-6350 https://
www.pref.aichi.jp/soshiki/san-
kagi/messe2018.html

●JPEA・第35回太陽光発電シンポジウ
ム『日本の主力電源・太陽光発電、
2019年からの新たな時代へ』
会期：2018年11月14日（水）～ 15日（木）
▷開催時間：9：30 ～ 17：00▷会場：
ヒューリック浅草橋ビル2階（東京都台
東区浅草橋1-22-16）▷参加費：＜JPEA
会員＞2日券＝2万6,000円・1日券＝1万
5,000円／＜一般＞2日券＝2万9,000円・
1日券＝1万8,000円　＊情報交換会：
2018年11月14日（水 ）17：30 ～（会 費
5,000円・事前申込必要）▷主催：一般
社団法人太陽光発電協会（JPEA）/問合せ
先：シンポジウム事務局03-5657-0813

（JTBコミュニケーションデザイン内）
●シンポジウム「再生可能エネルギーと

農業で真に豊かな社会を 子供達のため
に本当に残すべきもの」
会期：2018年11月22日（木）▷開催時間：
12：30 ～ 18：00▷会場：城南信用金庫本
店（東京都品川区西五反田7-2-3）▷参加費：

無料　＊事前申込制▷問合せ・申込先：ht
tps://goo.gl/forms/vO7rhLRepVgxAlFo1 

●一般社団法人水素エネルギー協会（HESS）
「第38回水素エネルギー協会大会」
会期：2018年11月28日（水）・ 29日（木）
＊懇親会あり、28日のプログラム終了
後（要事前申込）▷会場：タワーホール
船堀 小ホール（東京都江戸川区船堀
4-1-1）▷参加費：＜HESS会員・協賛会
員＞8,000円（学生￥2,000）／＜非会員
＞1万5,000円（学生3,000円）＊懇親会＝
会員・非会員5,000円（学生￥1,000）▷
主催：一般社団法人水素エネルギー協
会（HESS）/申込先：38hess＠hess.jp

●平成30年度 新エネルギー人材育成研修
会「新エネ基礎コース」
会期：2018年12月7日（金）▷開催時間：
9：50 ～ 17：00（受付開始9：30 ～）▷
会場：TKP新橋カンファレンスセンター
カンファレンスルーム6B（東京都港区新
橋1-15-1　大手町建物田村町ビル）▷参
加費：＜一般＞1万5,000円／＜賛助会
員＞1万円（講演資料代を含む）＊事前申
込制▷主催：一般財団法人新エネルギ
ー財団/問合せ先：03-6810-0361（新エ
ネルギー財団 計画本部 企画調査部）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


